
 
 

令和５年度 土木鋼構造診断士認定試験 

 

 

業務経験記述式問題 

 

 

 

注意事項 

 

 

１．問題数及び解答時間 

出題数は１問で，解答時間は１０５分です． 

 

２．解答方法 

① 解答用紙に記述してください． 

② 解答用紙のホッチキス針は外さないでください． 

③ 解答用紙の各頁すべてに，受験番号を記入してください． 

 

３．注意事項 

① 問題の内容・意味に関する質問は，受け付けません． 

② 試験中不正行為を行った人，試験官の指示に従わない人は退場させます． 

③ 机の上には，受験票，鉛筆（シャープペンシル），プラスチック消しゴム，

定規，時計以外のものを置かないでください． 

④ 携帯電話は電源を切って鞄の中に入れてください． 

⑤ トイレ等の理由による一時退室は，試験官の承諾を得てください． 

⑥ 試験開始４５分間を経過するまでと，試験時間終了前１５分間は，試験完

了等による退室を認めません． 

⑦ 試験時間の途中退室者は，試験問題を持ち帰ることができません． 

⑧ 試験終了後は，試験官の指示が終わるまで退出しないでください． 

  



 

 

 

 

 

 貴方が中心となって進めた既設土木鋼構造物に関連する業務経験のうち，土木鋼構

造診断士としてふさわしいと考える異なる業務を２つ挙げ，その２つについてそれぞ

れ貴方の立場，役割に触れ，どのように取り組んだのか述べよ． 

（500 字詰め原稿用紙×４枚以内，ただし，1,600 字以上 2,000 字以内とする．） 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

令和４年度 土木鋼構造診断士認定試験 

 

 

業務経験記述式問題 

 

 

 

注意事項 

 

 

１．問題数及び解答時間 

出題数は１問で，解答時間は１０５分です． 

 

２．解答方法 

① 解答用紙に記述してください． 

② 解答用紙のホッチキス針は外さないでください． 

③ 解答用紙の各頁すべてに，受験番号を記入してください． 

 

３．注意事項 

① 問題の内容・意味に関する質問は，受け付けません． 

② 試験中不正行為を行った人，試験官の指示に従わない人は退場させます． 

③ 机の上には，受験票，鉛筆（シャープペンシル），プラスチック消しゴム，

定規，時計以外のものを置かないでください． 

④ 携帯電話は電源を切って鞄の中に入れてください． 

⑤ トイレ等の理由による一時退室は，試験官の承諾を得てください． 

⑥ 試験開始４５分間を経過するまでと，試験時間終了前１５分間は，試験完

了等による退室を認めません． 

⑦ 試験時間の途中退室者は，試験問題を持ち帰ることができません． 

⑧ 試験終了後は，試験官の指示が終わるまで退出しないでください． 

  



 

 

 

 

 

 貴方が中心となって進めた既設土木鋼構造物に関連する業務経験のうち，土木鋼構

造診断士としてふさわしいと考える異なる業務を２つ挙げ，その２つについてそれぞ

れ貴方の立場，役割に触れ，どのように取り組んだのか述べよ． 

（600 字詰め原稿用紙×４枚以内，ただし，2,000 字以上 2,400 字以内とする．） 

 

 

 

 

 

 



 
 

令和３年度 土木鋼構造診断士認定試験 

 

 

業務経験記述式問題 

 

 

 

注意事項 

 

 

１．問題数及び解答時間 

出題数は１問で，解答時間は１０５分です． 

 

２．解答方法 

① 解答用紙に記述してください． 

② 解答用紙のホッチキス針は外さないでください． 

③ 解答用紙の各頁すべてに，受験番号を記入してください． 

 

３．注意事項 

① 問題の内容・意味に関する質問は，受け付けません． 

② 試験中不正行為を行った人，試験官の指示に従わない人は退場させます． 

③ 机の上には，受験票，鉛筆（シャープペンシル），プラスチック消しゴム，

定規，時計以外のものを置かないでください． 

④ 携帯電話は電源を切って鞄の中に入れてください． 

⑤ トイレ等の理由による一時退室は，試験官の承諾を得てください． 

⑥ 試験開始４５分間を経過するまでと，試験時間終了前１５分間は，試験完

了等による退室を認めません． 

⑦ 試験時間の途中退室者は，試験問題を持ち帰ることができません． 

⑧ 試験終了後は，試験官の指示が終わるまで退出しないでください． 
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 貴方が中心となって進めた既設土木鋼構造物に関連する業務経験のうち，土木鋼構

造診断士としてふさわしいと考える異なる業務を２つ挙げ，その２つについてそれぞ

れ貴方の立場，役割に触れ，どのように取り組んだのか述べよ． 

（600 字詰め原稿用紙×４枚以内，ただし，2,000 字以上 2,400 字以内とする．） 
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